
特定行為領域 特定行為区分選択希望
該当するものに☑すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※志願者が記入すること
	部　門
	
	選択する
区分
	特定行為区分

	□ 特定行為
実践
	急性期
	※１つ以上選択
	□
	呼吸器（気道確保に係るもの）関連

	
	
	
	□
	呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

	
	
	
	□
	術後疼痛管理関連

	
	
	
	□
	動脈血液ガス分析関連

	
	
	
	□
	循環動態に係る薬剤投与関連

	
	
	
	□
	胸腔ドレーン管理関連

	
	
	
	□
	腹腔ドレーン管理関連

	
	
	
	□
	循環器関連

	
	
	
	□
	栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連

	
	
	
	□
	栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連

	
	急性期・慢性期共　通
	
	□
	呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連

	
	
	
	□
	栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

	
	
	
	□
	血糖コントロールに係る薬剤投与関連

	
	
	
	□
	創部ドレーン管理関連

	
	
	
	□
	精神および神経症状に係る薬剤投与関連

	
	慢性期　　　　（創傷、在宅）
	
	□
	創傷管理関連

	
	
	
	□
	ろう孔管理関連

	□ 周麻酔期看護実践
	特定行為研修
未修了者必須
	□
	栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

	
	
	□
	呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

	
	
	□
	呼吸器（気道確保に係るもの）関連

	
	
	□
	呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連

	
	
	□
	循環動態に係る薬剤投与関連

	
	
	□
	動脈血液ガス分析関連

	
	
	□
	術後疼痛管理関連

	
	選　択
	□
	胸腔ドレーン管理関連

	
	
	□
	腹腔ドレーン管理関連

	
	
	□
	循環器関連

	
	
	□
	栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連

	
	
	□
	栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連

	
	
	□
	[bookmark: _GoBack]血糖コントロールに係る薬剤投与関連

	
	
	□
	創部ドレーン管理関連

	
	
	□
	創傷管理関連

	
	
	□
	ろう孔管理関連

	
	
	□
	精神および神経症状に係る薬剤投与関連


参照：厚生労働省HP：特定行為に係る研修制度
特定行為区分とは　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000077098.html
